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論文内 容の要 1::. Eヨ












元来含有される RNase (Ri bonuc1ease). PDase (Phosphodiesterase). PMase (Phosphomonoesterase) 
のそれぞれの作用が食品中のヌクレオチドの特異的な消長をもたらす可能性を示唆した。
第 3 編は食品の調理に関連して100 0 C未満の加熱におけるヌクレオチドの消長を取扱ったもので，
予備煮熟などの加熱処理において RNase による RNA よりのヌクレオチドの生成や PMase による
ヌクレオシドポリ燐酸よりの AMP の生成をみとめた。


















本研究はこのモノヌクレオチドを 1 つの視点として食品加工即ち， 加熱， 煮沸， 冷却， 凍結，乾
燥，缶詰操作による酵素分解過程の変化を究明し，工業的見地よりの操作管理に基礎を与えている。
以上の研究内容よりして本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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